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　今年で７回目を迎える「ふるさと苅田地産地消フ
ェア」は、地元産の農水産物の販売を通して、生産
者と消費者が直接触れ合える機会を少しでも多く増
やすことを目的としています。
　今年も牡蠣（かき）や野菜などの新鮮な農水産物に
加え、牛乳や堆肥の無料配布、フリーマーケットや、
めったに食べられないイノシシ鍋などをご用意してい
ます。
　苅田町で取れた農水産物が一堂に会す絶好の機会
です。ぜひお越しください。
●日時　12月13日（日）午前９時～午後２時（少雨決行）
●場所　苅田町役場　東側駐車場
●催し物　
○農協による地元農産物の販売、餅つき
○漁協による新鮮水産物の販売
○等覚寺特産グループによる味噌・漬物の販売及び
味噌汁の試食
○特産品振興協議会による苅田町特産品の販売
○身体障害者福祉会による自然薯の販売
○ふくおか県酪農協同組合によるパック牛乳の無料
配布（限定300人）
○実行委員会によるイノシシ鍋の無料配布（限定
300人）
○有害鳥獣駆除会による使
用済みノリ網の販売
○一般公募によるフリーマ
ーケット
○アンケートやクイズに答
えるともらえる
・福岡県地球温暖化防止活動推進センターと環境保
全課によるエコ展示 クイズでエコグッズをもらおう
・良食味米研究会による減農薬減化学肥料栽培米つ
かみ取り(限定100人)
※各配布時間は当日お知らせします。
※苅田学園によるカレーやうどんの食事もあります。

●主催　ふるさと苅田地産地消フェア実行委員会
●後援　苅田町、福岡みやこ
農業協同組合、苅田町漁業協
同組合
●協力　農漁業関連団体
●問い合わせ先　
・苅田町役場農政課　
　TEL　093・434・1893
・ＪＡ福岡みやこ　行橋苅田
　営農経済センター　
　TEL　0930・24・2583
・苅田町漁業協同組合　
　TEL　093・436・3121

　幼稚園の園児の皆さんに参加いただき、北九
州空港旅客ターミナルビルのクリスマス装飾の
イルミネーション点灯式を行います。
★日時　12月1日（火）　
　　　　午後５時15分～５時45分
★場所　北九州空港旅客ターミナルビル１階エ
ントランス
★問い合わせ先　北九州エアターミナル㈱
TEL　093・475・4195

●日時　12月6日（日）午後１時～
●場所　中央公民館
●基調講演　吉廣町長
●地域環境活動事例発表　白川小学校（田んぼ
の生きもの調査）、南原小学校（児童会による美
化活動）、西日本工業大学など、小中学校、高校、
大学、NPO等の事例発表
●問い合わせ先　西工大環境ESD事業推進室
TEL　0930・23・8013

第７回農業水産まつり

ふるさと苅田地産地消フェア2009

西日本工業大学
環境 ESD フォーラム 2009

北九州空港
クリスマスｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ点灯式

苅田町歴史資料館秋の特別展記念講演会

「三角縁神獣鏡と石塚山古墳」

京築広域景観「フィールドウォッチング」

苅田・まちｳｫｯﾁﾝｸﾞの開催
～苅田の景観の魅力を見つけてみませんか？～
●京築地域の景観をまちの活性化に活かそう！
「京築アメニティ都市圏構想」の中で「景観活用プロジ
ェクト」を戦略プロジェクトとして位置づけ、京築地域
の豊富な景観資源を最大限に活用することで地域の総合
的な活性化に寄与することを目指しています。
●京築地域・苅田町の景観の魅力や気になると
ころを見つけよう！
景観の魅力や気になるところを発見し、その成果は、「京
築広域景観テーマ協定」や「京築広域景観計画」に活か
していきます。
【日時】12月12日（土）午前9時30分～午後1
時（受付9時～）
【会場】三原文化会館　集合
【内容】苅田駅周辺、旧中津街道、北九州空港、
臨海部、幹線道路沿い、等覚寺等を、バスに乗
って見ていきます。ウォッチングの結果は、み
んなで意見交換をしながらマップにまとめます。
【参加費】無料・先着20名様
【申込・問い合わせ先】
福岡県建築都市部都市計画課　担当：行徳
TEL　092・643・3712　

上記掲載の「ふるさと苅田地産地消フェア」のフ
リーマーケット出店者を募集します。
★日時　12月13日（日）午前９時～午後２時
★場所　苅田町役場　東側駐車場
★申込締切　12月 4日（金）午後５時まで（申込書は
農政課にあります）
＊なお、応募者多数の場合は抽選になりますのでご了承
ください。
★申込・問い合わせ先　農政課　
TEL　093・434・1893

　苅田町歴史資料館秋の特別展として「厚葬の
時代Ⅰ 豊前地方出土品」展が開催されています。
町内の石塚山古墳、谷遺跡、山口遺跡をはじめ、
五徳畑ヶ田遺跡（香春町）、赤熊花ノ木遺跡（豊
前市）など豊前地方近隣市町村から出土した弥
生終末期から古墳時代初頭の貴重な出土品が展
示されています。最終日の12月６日（日）には
記念講演会が開催されます。　

特別展記念講演会（入場無料）
●日時　12月６日（日）　午後２時～
●会場　三原文化会館大ホール
●演題「三角縁神獣鏡と石塚山古墳」
●講師　大阪大学大学院文学研究科　福永伸哉教授

▲石塚山古墳　３世紀末から４世紀初頭に築造された前方後円墳。全長
約130ｍ、後円部径は約80ｍ。前方部は二段、後円部は三段に築成。
全面に人頭大の石を葺いています。墳丘が定型化した前方後円墳であり、
主体部が竪穴式石槨であること、三角縁神獣鏡を副葬品としていること
などから、畿内文化の特徴を色濃くもった初期前方後円墳であるといわ
れています。
　寛政８（1796）年　南原村庄屋銀助が、水路に蓋をする大きな石が
必要となったため古墳の頂上の平石を使おうと動かした際に発見しまし
た。このとき、石槨内から、11面（他の史料では12面、14面も）の
三角縁神獣鏡が出土しました。

苅田町でとれた農産物、水産物などを即売！
12月13日（日）　苅田町役場東側駐車場

フリーマーケット出展者募集！
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声
が
響
き
渡
り
、
会
場
全
体
が
一
つ

に
な
り
ま
し
た
。

　

新
津
中
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
名
前
を

呼
び
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
ス
テ

ー
ジ
に
紹
介
し
て
い
き
ま
し
た
。
演

奏
曲
は
「
銀
河
鉄
道
９
９
９
」
。
前

日
か
ら
の
練
習
、
さ
ら
に
当
日
の
入

念
な
リ
ハ
ー
サ
ル
の
成
果
も
あ
り
、

素
晴
ら
し
い
ス
テ
ー
ジ
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
終
了
後
の
ア

ン
コ
ー
ル
で
は
、
も
う
一
度
生
徒
を

ス
テ
ー
ジ
に
呼
び
出
し
「
テ
キ
ー

ラ
」
を
演
奏
し
ま
し
た
。
最
初
は
緊

張
し
て
い
た
生
徒
の
顔
も
、
ア
ン
コ

ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
満
面
の
笑
み

を
浮
か
べ
、
体
は
軽
快
な
リ
ズ
ム
を

刻
ん
で
い
ま
し
た
。

　

10
月
31
日
、
苅
田
中
央
公
民
館

で
、
苅
田
町
出
身
の
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
ギ
タ

リ
ス
ト
吉
田
次
郎
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー

ト
が
、
新
津
中
学
校
吹
奏
楽
部
も
参

加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
前
日
、
セ
ッ
シ
ョ
ン

の
練
習
の
た
め
新
津
中
音
楽
室
を
訪

れ
、
吹
奏
楽
部
員
の
生
徒
を
指
導
し

ま
し
た
。
「
音
楽
は
個
人
個
人
が
持

っ
て
い
る
感
性
を
大
事
に
演
奏
す
る

こ
と
が
大
切
。
何
よ
り
も
演
奏
す
る

本
人
が
楽
し
ま
な
い
と
」
と
音
楽
に

対
し
て
の
接
し
方
、
考
え
方
を
生
徒

達
に
伝
え
ま
し
た
。

　

当
日
コ
ン
サ
ー
ト
が
始
ま
る
と
、

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
の
リ
ズ
ム
で
世
界
中
の
人

た
ち
を
ス
ウ
ィ
ン
グ
さ
せ
て
き
た
演

奏
で
、
会
場
は
割
れ
ん
ば
か
り
の
歓

まちの話題

吉
田
次
郎
コ
ン
サ
ー
ト
in
苅
田

世
界
に
通
じ
る
音
楽
を
体
感
！

（上）新津中吹奏楽部とのコラボレーション
（左下）世界レベルの迫力ある演奏
（中段）ともに世界で活躍する演奏家たち
（右下）新津中で行われた前日の合同練習

まちの話題

古
墳
や
平
清
経
塚
、
内
尾
薬
師
な
ど

を
見
学
し
な
が
ら
歩
き
、
京
都
ト
ン

ネ
ル
を
通
っ
て
か
ら
、
白
川
平
野
を

見
下
ろ
し
な
が
ら
昼
食
。
自
然
と
文

化
を
守
る
会
婦
人
部
が
作
っ
た
白
川

米
の
お
に
ぎ
り
と
等
覚
寺
特
産
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
猪
鍋
に
舌
鼓
を
打
ち
ま

し
た
。
午
後
は
白
川
の
田
園
風
景
を

楽
し
み
な
が
ら
歩
き
、
祭
会
場
へ
ゴ

ー
ル
し
ま
し
た
。

で
つ
く
り
上
げ
て
き
た
祭
で
す
。
た

く
さ
ん
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
う
た

め
に
、
区
の
み
ん
な
で
努
力
し
て
き

ま
し
た
。
こ
の
祭
を
地
域
の
活
性
化

や
結
束
の
き
っ
か
け
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
▼
京
都
峠
を
越
え
て
、
さ
わ
や
か
ウ

ォ
ー
ク

　

ま
た
、
今
回
は
初
の
企
画
と
し

て
、
苅
田
町
役
場
か
ら
京
都
峠
を
越

え
て
祭
会
場
の
西
部
公
民
館
ま
で
約

10
キ
ロ
を
歩
く
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
８
歳
か
ら

79
歳
ま
で
の
91
人
が
参
加
。
石
塚
山

▼
西
部
公
民
館
会
場

　

10
月
31
日
、
第
９
回
秋
満
喫
祭
が

西
部
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

駐
車
場
で
は
地
域
の
特
産
品
を
即

売
す
る
青
空
市
場
で
賑
わ
い
、
特
設

ス
テ
ー
ジ
で
は
神
楽
、
太
鼓
、
楽
器

演
奏
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
公
民
館
で
は
、
わ

ら
細
工
・
竹
工
芸
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

白
川
の
四
季
写
真
展
や
小
学
生
俳
句

展
が
あ
り
、
祭
の
最
後
は
千
発
の
花

火
シ
ョ
ー
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

青
空
市
場
に
初
め
て
区
独
自
で
出

店
し
た
鋤
崎
区
の
実
行
委
員
長
、
津

雲
敬
治
さ
ん
は
「
秋
満
喫
祭
は
地
元

まちの話題

さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
わ
ら
細
工
づ
く
り
な
ど
…

秋
満
喫
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

▲わら細工づくり体験教室

▲殿川ダムを目指して歩く参加者の皆さん

い
ま
し
た
。
講
演
の
中
で
「
最
近
の

親
は
子
ど
も
に
デ
コ
ボ
コ
に
な
っ
た

道
を
キ
レ
イ
に
し
、
そ
の
上
を
ク
ル

マ
で
走
ら
せ
て
い
る
み
た
い
。
子
ど

も
は
厳
し
く
し
つ
け
る
こ
と
も
必
要

で
す
。
基
本
的
な
教
育
は
家
庭
か

ら
。
子
ど
も
に
も
孫
に
も
伝
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
こ
と

は
、
愛
情
を
持
っ
て
育
て
る
こ
と
。

最
後
の
砦
が
家
庭
で
あ
れ
ば
い
い
の

で
す
。
」
と
本
当
の
愛
情
の
大
切
さ

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

11
月
１
日
か
ら
の
３
日
間
、
中
央

公
民
館
、
三
原
文
化
会
館
で
第
31
回

町
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
部
門
で
は
写
真
や
彫
刻
、
書

道
な
ど
様
々
な
作
品
が
展
示
さ
れ
、

訪
れ
た
人
々
の
目
を
喜
ば
せ
て
い
ま

し
た
。
ス
テ
ー
ジ
部
門
で
は
日
頃
練

習
し
て
い
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
日
舞
、

大
正
琴
な
ど
が
披
露
さ
れ
中
央
公
民

館
の
大
ホ
ー
ル
を
沸
か
せ
て
い
ま
し

た
。

　

最
終
日
の
文
化
講
演
会
で
は
、

数
々
の
テ
レ
ビ
番
組
等
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
評
論
家
・
金
美
齢
さ
ん
が

「
母
か
ら
子
ど
も
へ
、
孫
た
ち
へ　

時
代
が
変
わ
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
大

切
な
も
の
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行

まちの話題

まちの話題

第
31
回
町
民
文
化
祭
開
催

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
作
品
が
ズ
ラ
リ
！

　

11
月
６
日
九
州
電
力
㈱
苅
田
発
電

所
が
吉
廣
町
長
を
表
敬
訪
問
し
、
町

に
25
万
６
２
５
０
円
を
寄
附
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
10
月
18
日
に
行
わ
れ
た

九
電
オ
ー
プ
ン

デ
ー
の
収

益
金
で
、

苅
田
町
の

町
づ
く
り

の
た
め
に

役
立
て
ら

れ
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
デ
ー

九
電
が
寄
附
金
贈
呈

▲（左）金美齢さん（右上）写真展示会場
（右下）琴瑶会大正琴の皆さんのステージ

▲寄附金を受け取る吉廣町長　

【
優
秀
俳
句
】

○
秋
満
喫
祭
賞

稲
か
り
で　

田
ん
ぼ
が
み
ん
な　

丸
ぼ
う
ず　
　
　

白
川
小
学
校
６
年　

清
水
絵
里
華
さ
ん

○
優
秀
賞

い
わ
し
ぐ
も　

夕
焼
け
空
を　

お
よ
い
で
る　
　
　

白
川
小
学
校
５
年　

西
村
拓
馬
さ
ん

楓
の
葉　

じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん
で　

パ
ー
を
出
す　
　

片
島
小
学
校
５
年　

井
上
茉
優
さ
ん

風
す
す
き　

わ
た
げ
が
空
へ　

旅
に
出
る　
　
　
　

片
島
小
学
校
６
年　

有
松
宏
祐
さ
ん

帰
り
道　

落
ち
葉
ふ
ん
だ
ら　

秋
の
音　
　
　
　
　

与
原
小
学
校
５
年　

内
田
有
希
さ
ん

彼
岸
花　

風
に
な
び
い
て　

赤
い
川　
　
　
　
　
　

与
原
小
学
校
６
年　

岩
谷
瑞
希
さ
ん

秋
の
空　

見
上
げ
て
遠
い　

う
ろ
こ
雲　
　
　
　
　

南
原
小
学
校
６
年　

菊
池
薫
子
さ
ん

森
の
服　

秋
に
な
る
と　

こ
ろ
も
が
え　
　
　
　
　

南
原
小
学
校
６
年　

遠
山
寛
大
さ
ん

帰
り
道　

真
っ
赤
に
燃
え
る　

彼
岸
花　
　
　
　
　

馬
場
小
学
校
５
年　

大
神
奈
々
さ
ん

秋
の
風　

山
の
け
し
き
は　

こ
ろ
も
が
え　
　
　
　

馬
場
小
学
校
６
年　

橋
本
拓
磨
さ
ん

山
車
を
引
く　

私
の
上
に　

赤
と
ん
ぼ　
　
　
　
　

苅
田
小
学
校
５
年　

馬
場
想
さ
ん

秋
の
山　

色
づ
く
葉
っ
ぱ　

苅
田
町　
　
　
　
　
　

苅
田
小
学
校
６
年　

重
栖
悠
介
さ
ん

第
９
回
～
秋
～
満
喫
祭　

優
秀
俳
句

お
題
「
苅
田
町
の
秋
」
応
募
総
数
５
３
９
句

▲多くの買い物客で賑わった鋤崎実行委員
会の販売ブース
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まちの話題

　

10
月
12
日
、
苅
田
自
動
車
学
校
で
、

集
区
・
集
区
老
友
会
共
催
に
よ
る
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
秋
の
交
通
安
全
教

室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
36

名
。
講
座
で
は
、
高
齢
者
の
事
故
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
、
夜
間
の
通
行
は

必
ず
明
る
い
服(

白
・
黄
・
オ
レ
ン
ジ

な
ど)

を
着
用
す
る
こ
と
の
大
切
さ
な

ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
コ
ン
ビ
サ

ー
に
よ
る
衝
撃
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

体
験
し
た
皆
さ
ん
は
「
車
に
乗
っ
た
ら

まちの話題

秋
の
交
通
安
全
教
室

ヒ
ヤ
リ
を
体
験

必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
こ

と
を
改
め
て
痛
感
し
た
」
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。

▲事故の衝撃を疑似体験

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
九
州
支
社
福

岡
工
事
事
務
所
が
、
10
月
22
日
に
苅

田
町
立
片
島
小
学
校
の
１
、
２
年
生

22
名
と
、
記
念
の
森
づ
く
り
の
種
取

り
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
記
念
の
森
づ
く
り
」
と
は
、
高
速

道
路
沿
線
の
生
活
環
境
や
自
然
環
境

の
保
全
の
取
り
組
み
と
し
て
、
沿
線

の
小
学
校
と
協
力
し
て
、
小
学
校
内

に
植
栽
さ
れ
て
い
る
樹
木
か
ら
採
取

し
た
種
子
を
育
成
し
、
将
来
、
そ
の

樹
木
を
高
速
道
路
区
域
内[

苅
田
北
九

州
空
港
Ｉ
Ｃ
～
行
橋
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）]

に

植
栽
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

今
回
は
種
取
り
イ
ベ
ン
ト
と
い
う

こ
と
で
、
最
初
に
ど
ん
ぐ
り
の
種
類

や
発
芽
等
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
苗

の
も
と
と
な
る
ど
ん
ぐ
り
を
拾
い
ま

し
た
。
児
童
の
皆
さ
ん
は
、
た
く
さ

ん
落
ち
て
い
る
ど
ん
ぐ
り
の
中
か
ら

熱
心
に
き
れ
い
な
も
の
を
選
び
取

り
、
一
人
一
つ
ず
つ
配
布
さ
れ
る
ポ

ッ
ト
に
丁
寧
に
植
え
付
け
を
し
ま

し
た
。
今
回
植
え
付
け
た
ど
ん
ぐ
り

は
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
で
育
成
し
、
数
年

後
に
は
、
ふ
た
た
び
児
童
の
皆
さ
ん

と
共
に
植
樹
を
す
る
予
定
で
す
が
、

今
か
ら
そ
の
数
年
後
が
待
ち
遠
し
い

様
子
で
し
た
。

まちの話題

未
来
の
森
を
育
て
よ
う
！

片
島
小
で
ど
ん
ぐ
り
拾
い

▲一生懸命にどんぐりを拾う児童

　

10
月
29
日
与
原
小
学
校
で
、
同
小

学
校
栽
培
委
員
の
児
童
た
ち
が
、
小
波

瀬
郵
便
局
・
小
波
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
・
Ｊ
Ｒ
小
波
瀬
西
工
大
前
駅
・

中
央
公
民
館
の
代
表
者
へ
種
子
か
ら

育
て
た
花
苗
を
贈
り
ま
し
た
。

　

同
児
童
た
ち
は
、
毎
年
春
と
秋
の

２
回
、
あ
ざ
み
学
級
生
の
方
々
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
種
ま
き
・
移
植
・

水
や
り
・

虫
の
駆
除

な
ど
責
任

を
も
っ
て

花
の
苗
を

育
て
て
い

ま
す
。

まちの話題

▲栽培委員が育てた苗を寄贈

与
原
小
学
校
児
童
が

花
苗
を
寄
贈
し
ま
し
た

年末の交通安全県民運動
期間：12月11日（金）～12月31日（木）

◆運動の重点◆
○飲酒運転を撲滅しよう
　飲酒運転は絶対にしない、させないことはもちろん、
飲酒運転の車には、絶対に同乗しない。飲酒を伴う会
合等には、車を使用せず、タクシーやバス、電車等の
公共の交通機関等を利用しましょう。

○高齢者の交通事故を防止しよう
　高齢歩行者の特性を知り、「高齢者への思いやり」を
基調とした安全な運転を励行しましょう。

　高齢者の方は、外出するとき
は、ドライバーから目立つ明る
い服で外出し、夜間薄暮時の交
通事故防止に努めましょう。

　

11
月
４
日
、
苅
田
小
学
校
か
が
や
く

農
園
で
苅
田
小
学
校
３
年
生
93
名
が

芋
掘
り
を
行
い
、
秋
を
満
喫
し
ま
し

た
。
芋
の
栽
培
は
今
年
で
２
年
目
。
総

合
的
な
学
習
の
一
環
の
農
業
体
験
と

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
６
月
に
自
分

達
で
植
え
た
、
苅
田
町
特
産
の
パ
ー
プ

ル
ス
イ
ー
ト
等
を
収
穫
。
収
穫
し
た
秋

の
味
覚
は
児
童
に
配
っ
た
り
、
家
庭
科

の
授
業
で
使
っ
た
り
す
る
予
定
で
す
。

子
ど
も
達
は
芋
を
掘
り
当
て
る
度
に

「
と
っ
た
ど
ー
！
」
と
大
は
し
ゃ
ぎ
し

まちの話題

自
分
た
ち
で
栽
培
し
ま
し
た

秋
を
収
穫
！

て
い
ま
し
た
。

　

児
童
か
ら
は
、「
思
っ
た
よ
り
、
大

き
な
い
も
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
小

さ
な
苗
か
ら
大
き
な
い
も
に
な
っ
て

す
ご
い
な
と
思

い
ま
し
た
」
や

「
総
合
学
習
で
楽

し
い
思
い
出
に

な
り
ま
し
た
」

な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

▲千個以上も掘れました

　

９
月
13
日
に
、
太
宰
府
市
で
行
わ

れ
た
天
神
旗
少
年
空
手
道
大
会
で
、

み
や
こ
道
場
の
遠
山
寛
大
く
ん
（
南

原
小
学
校
６
年
）
が
小
学
６
年
男
子

組
手
の
部
で
優
勝
し
ま
し
た
。
同
部

に
は
九
州
各
地
か
ら
96
選
手
が
参
加
、

遠
山
く
ん
は
７
回
戦
を
勝
ち
抜
い
て

優
勝
の
栄
冠
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
道
場
の
中
田
明
日
華
さ
ん

（
与
原
小
学
校
５
年
）が
小
学
５
年
女

子
形
の
部
で

２
位
、
外
種

子
田
凌
く
ん

（
与
原
小
学

校
５
年
）
が

小
学
５
年
男

子
形
の
部
で

３
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。

まちの話題

天
神
旗
少
年
空
手
道
大
会
優
勝

み
や
こ
道
場
遠
山
く
ん

まちの話題

　

10
月
26
日
、
八
女
市
か
ら
訪
れ
た

女
性
農
業
グ
ル
ー
プ
の
方
々
が
、
苅

田
町
の
女
性
農
業
グ
ル
ー
プ
、
グ
リ

ー
ン
ズ(

西
田
美
恵
子
会
長
・
総
理
大

臣
官
邸
で
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
受

賞)

の
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
西
部
公
民
館
で
西
田
会
長

が
同
団
体
を
設
立
し
た
経
緯
な
ど
を

説
明
、
そ
の
中
で
、
「
団
体
を
長
く

存
続
さ
せ
る
た
め
に
は
無
理
を
さ
せ

な
い
事
」
な
ど
、
こ
れ
か
ら
農
業
を

始
め
る
女
性
グ
ル
ー
プ
の
方
た
ち
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
実
際
に
グ
リ
ー
ン
ズ
が
栽

培
す
る
む
ら
さ
き
芋
畑
を
見
学
し
ま

し
た
。
現
地
を
見
な
が
ら
、
細
い
農

道
で
農
業
器
具
を
運
転
す
る
と
き
の

安
全
対
策
や
、
農
業
を
し
て
い
て
大

変
な
事
な
ど
の
説
明
、
女
性
が
農
業

を
す
る
事

の
苦
労
や

楽
し
さ
な

ど
の
様
々

な
話
を
真

剣
な
表
情

で
聞
き
入

っ
て
い
ま

し
た
。

▲現場でも細かな説明がありました

まちの話題

　

10
月
30
日
、
苅
田
町
中
央
公
民
館

に
新
津
・
苅
田
中
学
校
に
音
楽
の
素

晴
ら
し
さ
を
届
け
る
た
め
に
、
九
州

交
響
楽
団
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
事
業
は
、
県
内
市
町
村
の
中
学
校

の
生
徒
を
対
象
に
演
奏
会
を
行
い
、

青
少
年
育
成
、
非
行
防
止
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

演
奏
は
、
映
画
「
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー

ズ
」
の
テ
ー
マ
音
楽
か
ら
始
ま
り
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ア
ニ
メ
音
楽
ま
で
幅

広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
披
露
し
ま
し

た
。
生
徒
達
も
生
で
体
感
す
る
音
楽

を
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
演
奏
を
聞
き
終
え
た

生
徒
は
「
目
の
前
で
本
物
の
演
奏
を

聞
く
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
感
動

し
ま
し
た
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま

し
た
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が

や
っ
て
き
た
！

女
性
の

農
業
振
興
の
た
め
に
！

▲中学生に感動を与えた九響の演奏

まちの話題

　

10
月
28
日
、
苅
田
港
関
連
企
業
な
ど

で
組
織
す
る
苅
田
港
美
化
協
議
会
の

皆
さ
ん
が
神
ノ
島
の
清
掃
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
神
ノ
島
は
苅
田
港
に
浮
か

ぶ
無
人
島
で
、
古
く
か
ら
苅
田
港
を
見

守
っ
て
き
た
島
で
す
。

　

清
掃
に
は
約
70
名
が
参
加
、
島
に
大

量
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
漂
流
ご
み
を

拾
い
ま
し
た
。
協
議
会
で
は
「
一
人
ひ

と
り
が
ご
み
を

捨
て
な
い
と
い

う
心
が
け
で
き

れ
い
な
海
に
し

ま
し
ょ
う
」
と

呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

苅
田
港
美
化
協
議
会
が
清
掃

神
ノ
島
を
き
れ
い
に

▲拾って集めたごみの山

▲左から外種子田くん、遠山
くん、中田さん
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平成21年度  特別会計予算の執行状況

一般会計予算の執行状況（歳出） 一般会計予算の執行状況（歳入）

町税の収入状況
　

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

の
上
半
期
の
予
算
執
行
状
況
な
ど
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

歳
入
面
を
み
れ
ば
、
町
税
の
収
入
状
況
は

町
民
税
、
固
定
資
産
税
と
も
に
若
干
の
増
減

は
あ
る
も
の
の
昨
年
同
期
並
み
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
法
人
町
民
税
に
つ
い
て
は
今
の
不

安
定
な
景
気
の
影
響
に
よ
り
、
昨
年
同
期
よ

り
約
３
億
３
千
万
円
の
大
幅
な
減
収
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

歳
出
面
で
は
苅
田
駅
周
辺
整
備
、
火
葬
場

増
改
築
事
業
な
ど
を
昨
年
に
引
き
続
き
実

施
、
苅
田
駅
東
口
駅
前
公
園
事
業
に
着
手
し

ま
し
た
。
ま
た
健
診
回
数
を
５
回
か
ら
14
回

に
増
や
し
た
妊
婦
健
康
診
査
を
今
年
度
よ
り

実
施
し
て
い
ま
す
。

会　計　名 予算額 収入済額 収入率 支出済額 支出率

国民健康保険 37億1,162万円 10億5,978万円 28.6% 16億3,848万円 44.1%

老人保健 2,038万円 1,065万円 52.2% 723万円 35.5%

後期高齢者医療 3億7,836万円 1億1,341万円 30.0% 8,892万円 23.5%

介護保険（保険事業勘定） 19億5,068万円 7億2,014万円 36.9% 6億9,766万円 35.8%

介護保険（介護サービス） 1,551万円 906万円 58.4% 547万円 35.3%

土地区画整理事業 1億3,990万円 6,333万円 45.3% 2,847万円 20.3%

住宅新築資金等 1,662万円 291万円 17.5% 828万円 49.8%

苅田臨空産業団地
開発事業 4,331万円 5億8,513万円 1351.0% 521万円 12.0%

計 62億7,638万円 25億6,441万円 40.9% 24億7,972万円 39.5%

区分 予算額 収入済額 前年度収入済額
町民税（個人） 16億1,236万円 8億5,076万円 7億6,524万円
町民税（法人） 4億8,599万円 2億9,703万円 6億2,758万円
固定資産税 50億4,840万円 30億4,434万円 30億9,739万円
軽自動車税 6,309万円 5,847万円 5,787万円
たばこ税 3億円 1億2,375万円 1億3,425万円
鉱産税 174万円 98万円 100万円
特別土地保有税 0万円 0万円 0万円

計 75億1,158万円 43億7,533万円 46億8,333万円

町債・財産・一時借入金の現在高

■一時借入金の残高　
平成21年９月30日現在において、一時借入金はありません。

公有財産の状況（平成21年３月31日現在）
土地 3,056,285㎡
建物 123,814㎡
動産（浮桟橋） 19基
動産 (ビジターバース )  １基
出資による権利 18億8,674万円
債権 6億3,107万円
基金
（平成20年9月30日現在） 50億2,288万円

町債の残高（平成21年９月30日現在）

区分 現在高
一般会計 128億4,757万円
土地区画整理事業
特別会計 3,751万円

住宅新築資金等特
別会計 2,429万円

合計 129億937万円

※表中の％は収入率（収入済額÷予算額×100）
を表わしています。

※表中の％は支出率（支出済額÷予算額×100）
を表わしています。
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平成21年度  公営企業の状況

平成21年度
苅田町水道事業会計中間財務諸表

平成21年中間期の業績
（平成21年4月1日～平成21年9月30日）

平成21年３月期の業績予想
（平成21年4月1日～平成22年3月31日）

経営成績 21年中間期

給水収益 ３億7,127万円

営業利益 1億477万円

経常利益 3,085万円

純利益 3,085万円

（参考） 21年中間期

給水原価 203.59円/㎥

供給単価 214.77円/㎥

期間水道使用料 ７億4,254万円

経常利益 6,169万円

当期純利益 5,925万円

財務の状態 総資産 総資本

21年中間期 86億4,038万円 86億695万円

20年中間期 87億1,665万円 86億7,071万円

※期間有収水量　1,728,699㎥
　平成20年中間期有収水量　1,773,779㎥
※注　①会計処理の方法の変更　無
　　　②期中未収金
　　　　21年中間期　9,594万円
　　　　20年中間期　9,694万円
　　　　21年３月期　8,555万円

平成21年度
苅田町下水道事業会計中間財務諸表

平成21年中間期の業績
（平成21年4月1日～平成21年9月30日）

平成21年３月期の業績予想
（平成21年4月1日～平成22年3月31日）

経営成績 21年中間期

期間下水道使用料 7,127万円

営業利益 △1億4,495万円

経常利益 1億418万円

純利益 1億418万円

（参考） 21年中間期

使用料単価 190.96円/㎥

汚水処理原価 368.39円/㎥

期間下水道使用料 1億5,633万円

経常損失 1億806万円

当期純損失 1億806万円

財務の状態 総資産 総資本

21年中間期 142億853万円 85億1,116万円

20年中間期 127億253万円 75億9,877万円

※期間有収水量　373,209㎥
　平成20年中間期有収水量　352,575㎥
※注　①会計処理の方法の変更　
　　　　公共下水道と農業集落排水を連結して
　　　　作成した
　　　②期中未収金
　　　　21年中間期　3,041万円
　　　　20年中間期　2,740万円
　　　　21年３月期　2,811万円
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苅田町防災協会主催による

第 32回消火器競技大会の結果について
　10月30日（金）に苅田町臨海グラ
ウンドにて実施しました。
　初回開催の昭和53年から今年で
32回目を迎え、今回までの参加総
人員も1,300名を超えました。今回
の参加は20事業所、47名（男性34名・女性13名）
で、事業所や家庭での災害時の初期消火として、消火
器の取扱いや消火方法を習得することが目的です。
　災害の無い安心して暮らせる町と活力ある町を目指
し、消防本部と事業所が一体となって防災意識の高揚
に努めています。

　成績は以下のとおりです。（敬称略）

▼
消
火
器
の
廃
棄
方
法

　

消
火
器
は
ゴ
ミ
と
し
て
廃
棄
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。（
消
防
署
で
引

き
取
り
は
し
て
い
ま
せ
ん
）

　

必
ず
次
の
ど
ち
ら
か
の
処
分
方
法

を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

１
．
消
火
器
を
販
売
す
る
業
者
に
、

新
し
い
消
火
器
の
購
入
と
引
き
換
え

に
、
古
い
消
火
器
を
引
き
取
っ
て
も

ら
う
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
、
実
施

し
て
い
る
業
者
と
、
し
て
い
な
い
業

者
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
取
り

手
数
料
を
取
る
場
合
と
取
ら
な
い
場

合
や
、
出
張
料
を
取
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
購
入
前
に
、
業
者

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

２
．
消
火
器
を
点
検
・
販
売
す
る
業

者
（
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
で
『
消
防
用
設

備
・
用
品
・
保
守
点
検
』
の
業
者
を

検
索
し
て
く
だ
さ
い
）
に
手
数
料
を

払
い
、
処
分
し
て
も
ら
う
。

　

概
ね
二
千
円
程
度
か
か
る
よ
う
で

す
。
ま
た
、
自
宅
ま
で
取
り
に
き
て

も
ら
え
る
か
、
出
張
手
数
料
を
取
る

か
な
ど
、
必
ず
契
約
前
に
、
業
者
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
消
火
器
の
取
扱
等
の
注
意
点

・
使
わ
な
く
な
っ
た
消
火
器
や
古
く

な
っ
た
消
火
器
を
、
敷
地
内
へ
放
置

し
て
お
く
と
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
不
要
に
な
っ
た

消
火
器
は
必
ず
専
門
業
者
に
処
分
し

て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
台
所
、
浴
室
な
ど
の
湿
潤
な
場
所

等
へ
の
設
置
は
、
な
る
べ
く
避
け
ま

し
ょ
う
。

・
屋
外
に
消
火
器
を
設
置
す
る
場
合
に

は
、
消
火
器
ボ
ッ
ク
ス
等
を
活
用
し
風

雨
に
さ
ら
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

・
建
物(

戸
建
住
宅
を
除
く)

の
用
途
や

規
模
に
よ
っ
て
は
、
消
防
法
や
条
例

に
基
づ
き
、
消
火
器
が
設
置
さ
れ
て

い
た
り
、
定
期
的
な
点
検
や
消
防
署

へ
の
報
告
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
廃
棄

や
撤
去
を
す
る
前
に
、
建
物
を
管
轄

す
る
消
防
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

・
不
用
に
な
っ
た
消
火
器
に
つ
い
て

は
、
解
体
等
の
廃
棄
処
理
を
決
し
て

自
分
で
は
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

★
問
い
合
わ
せ
先

不
明
な
点
に
つ
い
て
は
苅
田
町
消
防

本
部
予
防
課
ま
で

TEL
０
９
３
・
４
３
４
・
０
２
９
９

消
火
器
の
廃
棄
や
取
り
扱
い
に
つ
い
て

男性の部・消火率88％ 女性の部・消火率77％

優勝 武市知大（日立金属） 小山さやか（三菱ﾏﾃﾘｱﾙ）

準優勝 杉村正行（前川電気） 西澤リサ（日産自動車）

３位 森山孝志（前川電気） 神崎利恵（宇部興産）

４位 井上裕介（日本磁力選鉱）武内友里（TOTO ｴﾝﾌﾟﾗ）

５位 愛場裕紀（三菱ﾏﾃﾘｱﾙ） 石谷紗希（日産自動車）

６位 紅林孝治（豊鋼材工業）後藤伸子（日本磁力選鉱）

７位 宮村豊（日立金属） 吉村美香（ｽﾘｰﾌﾟｲﾝ苅田）

当
日
の
様
子

事前に消火器の使い方などの説
明がありました

消火器を使って消火タイムを競
いました

女性の部で優勝した小山さんは
過去の記録を更新

⑪ 21.11.25
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町内在住者に
架空請求ハガ
キが届いてい

ます！

　

相
談
窓
口
に
寄
せ
ら
れ

た
相
談
事
例
に
よ
り
ま
す

と
、
10
月
下
旬
に
郵
便
で

『
訴
訟
事
前
通
知
書
』
と
い

う
ハ
ガ
キ
が
届
い
て
い
ま

す
。

　

内
容
は
左
記
の
通
り
で

す
が
、
こ
れ
は
架
空
請
求
の

ハ
ガ
キ
で
す
の
で
、
こ
の
よ

う
な
ハ
ガ
キ
が
届
い
て
も
慌

て
て
確
認
の
電
話
な
ど
し
な

い
で
、無
視
し
て
く
だ
さ
い
。

　

お
か
し
い
と
思
っ
た
ら

相
談
窓
口
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

10 月の相談件数：17 件

訴訟事前通知書

この度、貴方が契約会社及び回収業者に対しての契約不
履行に付き、原告側が提出した訴状を管轄裁判所にて受
理した事をこの通知書にて報告いたします。

尚、この通知を無視されますと、管轄裁判所から特別送
達にて出廷命令通知が届きますので、指示に従い出廷及
び管轄裁判所へのご一報をお願い致します。
出廷を拒否された場合、被告不在の下、訴訟が行われ原
告側の主張が全面的に受理され、執行官立会いの下、給
料及び動産、不動産物の差し押さえの強制執行が行われ
ます。

※この通知書は請求を行っているわけではございません。
近年、個人情報を悪用し詐欺被害が多発しております。
身に覚えがない場合でも当センター職員まで必ずご連絡
下さい。

受付時間
９：00～17：30
定休日　土、日、祝祭
受理番号Ａ－〇〇〇〇〇〇　　〒１７３－〇〇〇〇
　　　　　　　　　　　　　　東京都北区○○
　　　　　　　　　　　　　　〇－〇〇－〇〇
NPO法人
○○消費相談センター　０３－５４８９－〇〇〇〇

●試験
①試験日時～平成22年２月28日 (日)午前10時より
※大牟田会場は平成22年２月21日（日）午前10時
②試験会場　苅田会場 ( 西日本工業大学 )、飯塚会場
　(近畿大学 )、北九州会場 ( 九州共立大学 )
③試験の種類　甲種・乙種全類・丙種
④受験料　甲種 5,000 円、乙種 3,400 円、丙種
2,700円
⑤願書　12月９日頃より苅田町消防本部に準備出来
ます
⑥願書受付期間　12月16日（水）から平成22年１
月12日（火）までに下記に提出してください。（消
印有効）
⑦提出先　
(財)消防試験研究センター福岡県支部

〒812-0034
福岡市博多区下呉服町1-15ふくおか石油会館３階　

●左記に伴う試験準備講習会が実施されます　　
①講習日時　平成22年２月５日 ( 金 )　
　受付午前８時30分～、講習９時～午後５時
②場所　苅田町中央公民館第５研修室
③受講料　1,500円(防災協会会員)  2,000円(一般)
④資料　
ハンドブック1,800円、乙種4類例題集1,400円
⑤講習会申込　平成22年１月29日（金）までに苅
田町消防本部予防課に申し込んでください。
★申込・問い合わせ先　
苅田町消防本部予防課
TEL　093・434・0299

平成21年度第３回危険物取扱者試験 福岡県小児救急医療電話相談・相談時間を延長しました

　夜間における小児患者の受診が増加していますが、
その多くは軽症な患者で、自宅での療養や翌日昼間に
かかりつけ医に診てもらうことで対応が可能なケース
も多くあります。この問題の背景としては、保護者の
育児に関する経験不足からくる不安や身近に相談者が
いないことなどが指摘されています。
　このため、平成16年から、365日（毎日）、夜間
の小児患者が多い準夜帯（19時～23時）に、小児
（子ども）の急な病気、ケガなどに関する電話相談を 
実施しておりますが、23時以降の時間延長に対する
要望が多く平成 21 年６月１日より、翌朝７時まで時
間を延長しました。
　相談に対しては、看護師又は必要に応じて小児科医
が適切な助言を行い、また、相談者の身近な場所で夜
間に診療が受けられる医療機関の情報も提供すること
で、保護者の不安を軽減するとともに、症状に応じた
適切な医療を受けられるように図ります。
１．相談内容
小児の救急医療（病気、ケガ、薬、応急処置など）に
関すること。
２．相談対応者
看護師又は必要に応じて小児科医が相談を受ける。

３．事業システム
24時間体制で小児科医が配置されている県下４箇所
の病院に専用電話を設置し、＃８０００（県下同一の
短縮番号）若しくは専用電話番号により、相談に対応
します。
※23時～翌朝７時までは、専用のコールセンターで
対応しております。
★福岡県小児救急医療電話相談
TEL　♯８０００（県下同一短縮番号）
専用電話番号（北九州）
TEL　093・662・6700
★その他の相談機関
○救急医療情報センター
TEL　092・471・0099（24時間体制）
※24時間体制で休日・夜間に診療可能な病院の情報
のほか、平日の日中に「苅田町に住んでいますが、付
近の耳鼻科を教えてください」というような質問にも
対応してくれます。
○ふくおか医療情報ネット
県内の医療機関が検索できます。
http://www.fmc.fukuoka.med.or.jp

気をつけて！

21.11.25 ⑫⑬ 21.11.25



み
ん
な
で
考
え
て
み
よ
う　

人
権
週
間
と
は

　

１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
12
月
10
日
、国
際
連
合
第
３
回
総
会
で
「
世
界
人
権
宣
言
」

が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
わ
が
国
で
は
毎
年
12
月
10
日
を
最
終
日
と
す
る
一
週

間
を
「
人
権
週
間
」
と
設
定
し
て
い
ま
す
。

幸
せ
は
み
ん
な
の
願
い

　

人
は
だ
れ
も
、
幸
せ
に
生
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　

同
時
に
、
家
族
や
友
人
な
ど
、
自
分
の
身

の
ま
わ
り
の
多
く
の
人
の
幸
せ
も
願
っ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
現
実
に
は
、
争
い
や
貧
困
、
病
気

な
ど
の
理
由
で
、
幸
福
な
暮
ら
し
を
送
る
こ

と
の
で
き
な
い
人
々
が
数
多
く
い
ま
す
。

　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
を
受
け
て
、
自

分
の
望
む
明
る
く
幸
せ
な
人
生
を
歩
め
な
い

人
た
ち
も
い
ま
す
。

も
う
一
度
考
え
て
み
よ
う
…
人
権

　

人
権
と
は
、
だ
れ
も
が
生
ま
れ
な
が
ら

に
し
て
持
っ
て
い
る
権
利
で
あ
り
、
幸
せ

に
生
き
る
た
め
に
、
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
す
。

　
「
世
界
人
権
宣
言
」
で
は
、「
す
べ
て
の

人
間
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で

あ
り
、
か
つ
、
尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い
て

平
等
で
あ
る
」
と
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
の
憲
法
で
も
、
す
べ
て
の
国
民

は
、法
の
下
に
平
等
で
あ
り
、人
種
や
性
別
、

社
会
的
身
分
な
ど
に
よ
っ
て
差
別
さ
れ
な

い
こ
と
や
、
教
育
を
受
け
た
り
、
職
業
を

自
由
に
選
ぶ
権
利
が
あ
る
こ
と
、
お
互
い

の
意
思
だ
け
で
結
婚
で
き
る
こ
と
な
ど
が
、

保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

守
ら
れ
て
い
な
い
人
権

　

憲
法
に
よ
っ
て
人
権
が
保
障
さ
れ
て
い
る

の
で
、
私
た
ち
の
社
会
か
ら
も
う
差
別
は
消

え
て
し
ま
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
残
念
な
こ
と

に
、
ま
だ
ま
だ
差
別
は
な
く
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　

私
た
ち
は
、
一
人
ひ
と
り
違
う
人
間
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
条
件
を
も
っ
て
生
活
を

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
「
違
い
」
を
理
由
に
し
て
、

勝
手
に
「
劣
っ
て
い
る
」
と
み
な
し
た
り
、

仲
間
は
ず
れ
に
し
た
り
、
い
じ
め
に
あ
わ
せ

る
な
ど
の
不
当
な
人
権
侵
害
が
起
き
て
い
ま

す
。

　

女
性
が
、
女
性
で
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け

で
、
会
社
で
責
任
の
あ
る
仕
事
を
ま
か
せ
て

も
ら
え
な
い
、
あ
る
い
は
低
い
賃
金
し
か
も

ら
え
な
い
と
い
っ
た
例
が
あ
り
ま
す
。

　

障
害
者
で
あ
る
た
め
に
、
働
く
機
会
が
な

か
な
か
得
ら
れ
な
い
人
が
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
大
き
な
人
権
侵
害
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
同
和
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

被
差
別
部
落
＝
同
和
地
区
に
生
ま
れ
た
と

い
う
、
た
だ
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
結
婚
や
就

職
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
で
差
別

を
受
け
、
人
権
を
不
当
に
侵
害
さ
れ
て
い
る

人
々
が
い
る
の
で
す
。

自
分
の
こ
と
と
し
て

　

自
分
は
、
差
別
し
た
こ
と
も
、
さ
れ
た
こ

と
も
な
い
と
い
う
人
が
、
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

し
か
し
、
差
別
は
、
現
実
に
あ
な
た
の
ま

わ
り
で
、
今
も
起
き
て
い
ま
す
。

　

差
別
を
な
く
す
た
め
に
は
、
ま
ず
、
差
別

に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
て
い
る
か
。

　

な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
生
ま
れ
た
の

か
。

　

そ
し
て
、
解
決
の
た
め
に
、
今
、
何
が
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。

　

そ
れ
ら
を
理
解
し
た
上
で
差
別
を
見
抜
く

目
と
、
差
別
を
許
さ
な
い
強
い
心
を
も
っ
て
、

行
動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

人
権
は
み
ん
な
の
も
の

　

人
権
は
一
人
ひ
と
り
の
も
の
で
あ
り
、

そ
し
て
社
会
み
ん
な
の
も
の
で
す
。

　

だ
れ
か
の
人
権
が
う
ば
わ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
自
分
の
人
権
も
ま
た
、
う

ば
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
自
分
と
は
関
係
な
い
、
と
い
う
態
度

で
は
、
差
別
を
私
た
ち
の
社
会
か
ら
な
く

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

同
和
問
題
を
こ
と
さ
ら
取
り
上
げ
な
く

て
も
、
今
の
民
主
主
義
が
進
め
ば
、
差
別

は
い
つ
か
自
然
に
な
く
な
っ
て
し
ま
う
だ

ろ
う
と
い
う
「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
」
の

考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
だ
け

で
は
、
正
し
い
人
権
意
識
を
身
に
つ
け
る

こ
と
も
で
き
ず
、
差
別
の
解
消
に
つ
な
が

ら
な
い
で
し
ょ
う
。

幸
せ
な
明
日
の
た
め
に

　

差
別
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
、

そ
の
対
象
も
理
由
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

差
別
は
、
す
べ
て
人
に
よ
っ
て
つ
く
ら

れ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
な
ら
、
人
に
よ
っ

て
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

部
落
差
別
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
差
別

を
な
く
し
、
す
べ
て
の
人
々
が
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
日
が
く
る
ま
で
、
私
た
ち
は
、
引

き
続
き
差
別
を
な
く
す
努
力
を
続
け
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

11
月
10
日
、
苅
田
小
学
校
体
育

館
で
「
人
権
の
花
」
運
動
感
謝
状

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

苅
田
小
学
校
の
３
年
生
の
児
童

た
ち
が
今
年
６
月
に
ひ
ま
わ
り
を

育
て
始
め
、
自
分
達
の
手
で
種
付

け
か
ら
種
の
収
穫
ま
で
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
種
と
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
思
い
を
つ
づ
っ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
エ
コ
風
船
に
つ

け
、
同
12
日
に
飛
ば
し
ま
し
た
。

　

３
年
生
学
年
主
任
の
中
村
先
生

は
「
生
徒
達
は
、
ひ
ま
わ
り
を
育

て
る
過
程
で
小
さ
な
事
に
気
づ
く

力
を
つ
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
経

験
か
ら
、
回
り
の
友
達
の
小
さ
な

変
化
に
も
気
づ
け
る
優
し
い
生
徒

に
成
長
し
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

人
権
の
花
を
咲
か
せ
よ
う
！

12 月 4日から 12月 10日は、「人権週間」です。

町
内
・
県
内
で
各
イ
ベ
ン
ト
や
相
談
が
開
催
さ
れ
ま
す

自身が語る、中学生時代のいじめの体験。どうや
っていっこく少年は自分の道を切り開いていった
のか。俳優という夢を追い求めた青年時代。　
腹話術師としての活躍。　そして今の夢は？
小・中学生、そしていっこく氏が、人権について
熱いメッセージを皆さんにお届けします。
～開催～
□期日：12月12日（土）
□会場：中央公民館
□入場料：無料
□プログラム
○第5研修室（視聴覚室）
12時30分～午後２時　 
人権まもる君・あゆみちゃんぬりえ広場
（就学前のお子さん対象・クレヨン＆ミニ落書帳
プレゼント）
○大ホール…どなたでも先着順1000名様まで入

場できます。
○午後２時30分～３時30分　
小・中学生人権作品表彰・発表
○午後３時40分～４時50分　
スーパー腹話術師いっこく堂トークショー
※託児（6ヶ月以上の就学前のお子さん）あり
（要予約・12月7日まで）※手話通訳あり
いっこく堂プロフィール…1963年生まれ、2000年2月第

37回ゴールデンアロー賞新人賞受賞。6月、ラスベガスで

行われた『世界腹話術大会』で、日本人で初めてオープニ

ングを飾り、大好評を博す。現在、国内でボイスイリュー

ジョンツアーを行う傍ら、海外公演等で活躍中。

□主催：苅田町・苅田町教育委員会
□後援：福岡法務局行橋支局・行橋人権擁護委員
協議会・苅田町人権・同和教育研究会
□問い合わせ先：人権男女共同参画課
TEL　093・434・1958

苅田町人権メッセージ2009
スーパー腹話術師 いっこく堂トークショー

★開催日　12月12日（土）
★会場　クローバープラザ（福岡県春日市原町3丁目1－7）
★スケジュール
午前10時～　午前の部　開場・受付（センター棟１階）
10時30分～　映画上映「誰も守ってくれない」
　　　　　　（監督：君塚良一・日本語字幕有り）　
12時30分～　午後の部　会場・受付（アリーナ棟２階大ホール）
１時５分～　パネルシンポジウム「犯罪被害者等の人権について」
　　　　　　パネラー３名
　　　　　　・佐木隆三さん（ノンフィクション作家）
　　　　　　・小林美佳さん
　　　　　　・松尾明久さん（犯罪被害者家族・遺族の方）
　　　　　　コーディネーター
　　　　　　・馬場周一郎さん（福岡県講師団講師）
３時10分～　全国中学生人権作文コンテスト　
　　　　　　 福岡県大会優秀作品発表
★問い合わせ先（財）福岡県人権啓発情報センター
TEL　092・584・1271

福岡県人権週間講演会
　あなたの街の身近な相談パートナー
である人権擁護委員が、家庭内のもめ
ごとや隣近所とのトラブル、いじめや
差別などの相談に応じます。
　相談は無料で、秘密は固く守られま
すので、お気軽にご相談ください。

●日時　12月９日（水）
午前10時～午後３時
●場所　パンジープラザ相談室
＊人権擁護委員は、いつでも相談を受
け付けています。
苅田町の人権擁護委員（新任）として、
福井弘道さん（苅田町大字稲光　電話
0930・24・3611）が、平成21年
10月１日に法務大臣から委嘱されま
した。

特設人権相談所開設
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のびのび教室開催女性特有のがん検診無料クーポン券をお持ちの方へ

指定管理者を募集します

　京築保健福祉環境事務所では、昨年に引き続きダ
ウン症お子さんの保護者を対象に勉強会及び交流会
を開催いたします。       
   保護者の方が、この教室を通して育児の不安が軽
減され、また情報交換や悩みを語り合うことによっ
て少しでも日頃の育児に役立てていただければと思
っています。
★対象　ダウン症のお子さん（就学前）を育児中の
保護者
★場所　福岡県京築保健環境事務所　会議室
★締切　12月８日（火）
★申込・問い合わせ先
　　　　京築保健福祉環境事務所

　健康増進課　健康増進係
　TEL　0930・23・2690

　今年度、国の経済危機対策における未来への投資に繋
がる子育て支援の一環として女性特有のがん対策が講じ
られることになり、対象者の方には９月下旬に乳がん・
子宮頸がん検診無料クーポン券を送付しております。
　がんは、早期であれば治せる可能性は非常に高いと言
われています。がんを早期に発見し、早期に治療するため、
この機会に無料クーポン券を使ってがん検診を受けまし
ょう。
　無料クーポン券を利用してのがん検診は苅田町が行っ
ている集団検診の他、下記の医療機関でも受診すること

ができます。
☆必ず事前に予約して受診してください。検診日・検診
時間等は各医療機関にお問い合わせください。
☆受診の際には無料クーポン券と身分を証明できるもの
（運転免許証・健康保険証等）を必ず持参してください。
☆記載されている医療機関以外で無料クーポン券を利用
しての受診を希望される方は、苅田町健康福祉課　健康
づくり係パンジープラザまでお問い合わせください。
★問い合わせ先　パンジープラザ
TEL093・436・1115　FAX093・436・5110

　下記施設において指定管理者制度による運営を行い
ます。詳細は、健康福祉課へお問い合わせください。
１．苅田町総合福祉会館
２．苅田小学校区放課後児童クラブ
３．馬場小学校区放課後児童クラブ

※募集要項を配布しています。

★受付期間　12月1日(火)より
　　　　　　12月18日(金) 午後5時まで
★提出方法　下記へ持参してください。
★受付・問い合わせ先　苅田町民生部健康福祉課
TEL　093・434・1039　　　　　　　　　　　
　　　　　

曜日 日時 場　所 テーマ 内　容

木

10日

17日
24日

パンジー和室

パンジー和室
パンジー集健

コーナー遊び

クリスマス飾り作り
クリスマス会
(全館合同）

いろいろなコーナーで、好きなおもちゃを見つけて
楽しく遊ぶ
クリスマスツリーの飾りを工夫して作る
クリスマス会を通して他の親子や地域の人達と
楽しさを共有する

土 19日 パンジー集健 楽器遊び 好きな楽器を使っていろいろな音を楽しむ

持参する物
・全日程、汗拭きタオルとお茶
・クリスマス飾り作り　（はさみ、のり、カラーマジック、折り紙、カラー包装紙等を
　用意してください）

※対象は０才児～５才児の親子 祖父母 妊婦さん どなたでも自由に参加できます！
※月々の日程や活動内容等については各公民館等に設置しています年間計画表や、広報かんだの「子育て支援センター」の欄をご参照ください。
※毎月、第１～第４火曜日はパンジープラザ子育て支援センター内にて自主活動「ふれあい広場」を行っています。

育児サークル（時間はいずれも午前10時～12時）

子育て支援センターの開館は12月28日までです

日時 内容 講師及び助言者

1 12月９日（水）
午前10時～12時

講演
「乳幼児期の関わりと
子育てについて」
質問とお答え

引野ひまわり
学園園長
岩井眞紀子先生

2 12月22日（火）
午前10時～12時

社会福祉制度について
交流会
「毎日の育児どうして
る？色々話したい、聞
きたいよ」

当所助産師

3 1月18日（月）
午前10時～12時

講演
「子どもが伸びる環
境づくり」
質問とお答え

福岡県発達障
害者支援ｾﾝﾀｰ
センター長
木藤政博先生

医療機関名 住　　　所 電話番号 乳がん検診 子宮がん検診
小波瀬病院 苅田町大字新津1598 0930・25・3213 ○ ○
新行橋病院 行橋市道場寺1411 0930・24・8899 ○ ○
中原クリニック 北九州市小倉南区下石田3-10-19 093・962・5566 ○
九州労災病院 北九州市小倉南区葛原高松1-3-1 093・471・1121 ○
つるどめ乳腺・大腸・肛門ｸﾘﾆｯｸ 北九州市小倉南区葛原東3-2-7 093・471・0881 ○
慈恵曽根病院 北九州市小倉南区沼本町4-2-19 093・471・2881 ○
北九州総合病院 北九州市小倉南区湯川5-10-10 093・921・0560 ○
内田産婦人科医院 行橋市西宮市5丁目1-10 0930・23・0155 ○
しんもと産婦人科 行橋市行事7丁目7-2 0930・22・0818 ○
立野レディースクリニック 行橋市中央1丁目12-12 0930・22・0715 ○
安部産婦人科医院 みやこ町勝山箕田363の 1 0930・32・2150 ○
熊谷医院 北九州市小倉南区葛原本町3-5-7 093・471・7077 ○
守恒レディースクリニック 北九州市小倉南区守恒本町1-12-11 093・962・0171 ○
いのうえレディースクリニック 北九州市小倉南区沼緑町1-19-12 093・474・1103 ○
なかむら産家医院 北九州市小倉南区上葛原1-9-13 093・922・1085 ○
伊東レディースクリニック 北九州市小倉南区城野4-4-16 093・921・1103 ○
徳田産婦人科医院 北九州市小倉南区中曽根1-3-10 093・471・1778 ○
宗産婦人科医院 北九州市小倉南区中曽根6-9-30 093・471・2700 ○
石松ウイメンズクリニック 北九州市小倉南区津田新町4-5-1 093・474・6700 ○
みちおかレディースクリニック 北九州市小倉南区徳力2-22-28 093・963・0317 ○
幸の鳥医院 北九州市小倉南区徳力新町1-20-16 093・962・1113 ○

「ホスピタルダイエット」にご注意！
　「ホスピタルダイエット」などと称されるタイ製のや
せ薬については、これまで、死亡事例を含む重篤な健康
被害が報告されております。
　国内での承認を受けていないこのような製品について
は、健康被害が発生するおそれがありますので、インタ
ーネット等で個人輸入して使用することはくれぐれも避
けていただくようお願いします。また、服用により体調
異常が現れた場合には、直ちに服用を中止し、医療機関
を受診するとともに、最寄の保健所にお申し出下さい。
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
１
：
季
節
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
も
効
果
が

あ
り
ま
す
か
？

Ａ
１
：
そ
れ
ぞ
れ
の
ワ
ク
チ
ン
は
そ
れ
ぞ

れ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
し
か
効
果
が
な
い
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
季
節
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は

12
月
中
旬
ま
で
に
接
種
を
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
２
：
優
先
接
種
対
象
者
で
な
い
人
は
接

種
で
き
な
い
の
で
す
か
？
優
先
接
種
対
象

者
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
す
か
？

Ａ
２
：
優
先
的
な
接
種
対
象
者
以
外
の
方
々

に
つ
い
て
も
、
希
望
者
が
接
種
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
必
要
は
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

優
先
接
種
が
終
了
次
第
、
流
行
の
状
況
や
接
種

状
況
、
供
給
量
な
ど
を
踏
ま
え
、
対
応
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
優
先
接
種
対
象
者
の
方
々
は
必

ず
接
種
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

Ｑ
３
：
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し

た
人
で
も
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
が
必
要
で
す
か
？

Ａ
３
：
一
般
的
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
感
染
し
て
発
症
し
た
人
は
、
免
疫
を
持
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
予
防
接
種
を

す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
確
実
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

感
染
し
た
と
い
え
る
の
は
、専
門
の
検
査（
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
等
）
で
ウ
イ
ル
ス
の
確
認
が
行
わ

れ
た
方
の
み
で
す
。

Ｑ
４
：
海
外
産
と
国
内
産
は
何
が
異
な
る

の
で
す
か
？

Ａ
４
：
海
外
で
製
造
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
は

①
現
時
点
で
は
国
内
で
の
使
用
経
験
・
実
績

が
な
い

②
国
内
で
は
使
用
経
験
の
な
い
ア
ジ
ュ
バ
ン

ド
（
免
疫
補
助
剤
）
が
使
用
さ
れ
て
い
る
③

国
内
で
は
使
用
経
験
の
な
い
細
胞
培
養
に
よ

る
製
造
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る

（
国
内
産
は
鶏
卵
培
養
に
よ
る
製
造
の
み
）

④
筋
肉
へ
の
注
射
で
あ
る
（
国
内
産
は
皮
下
へ

の
注
射
）

⑤
小
児
に
対
し
て
は
用
量
が
異
な
る
こ
と
な

ど
が
、
国
内
産
で
生
産
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
と

は
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
海
外
で
承
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前

提
と
し
て
、
様
々
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
有
効

性
、
安
全
性
を
確
認
し
て
か
ら
実
際
の
接
種
を

始
め
ま
す
。

※
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋

http://w
w
w
.m

hlw
.g
o.jp/bunya.

kenkou/kekkaku-kansenshou0
4
/

infoshita_local.htm
l

優先
順位 接種対象者 優先理由 接種

時期
持参する

物

1 医療従事者
ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ患者から感
染するﾘｽｸが高い、
医療の確保の為

10/23
から

2
基礎疾患を持つ
１歳から小学校
３年生相当

10歳未満の罹患率
が高く、重症例が多
く見られている

11/2
から

保険証等
年齢が確
認できる

物

3 妊婦

他の者と比較し、新
型インフルエンザに
罹患して、重症化、
死亡する割合が高い

11/16
から

母子手帳

4

基礎疾患を有す
る者

（最優先）
慢性呼吸器疾患、慢
性心疾患、慢性肝疾
患、慢性腎疾患、神
経疾患、神経筋疾患、
血液疾患、糖尿病、
疾患や治療に伴う免
疫抑制状態、小児科
領域の慢性疾患等

優先接種
対象者証
明書

（かかり
つけ医で
接種する
場合は必
要ありま
せん）

5
基礎疾患を
有する者
（その他）

12月
から

6
幼児

（１歳～就学前）10歳未満の罹患率
が高く、重症例が多
く見られている

12月
から

保険証等
年齢が確認
できる物

７
小学校１年～３

年生　
12月
中旬から

８
１歳未満の乳児
の保護者　

１歳未満の小児は、
予防接種による効果
が小さい（又は接種
できない者がいる
為、保護者に接種）

1月
から

９
小学校高学年
中学生、高校生

　

発症者の半数が10代
の若年層。発症者数
が多いため、相対的
に重症者数が多数発
生する恐れがある

1月中旬
から

10 高齢者
新型インフルエンザ
に罹患して重症化、
死亡する割合が高い

■接種対象者及び接種の優先順位及び接種時期
　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　

国
か
ら
の
指
示
で
、
妊
婦
の
方
、
基

礎
疾
患
を
持
つ
小
児
の
方
な
ど
か
ら

優
先
的
に
接
種
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
目
的
】

死
亡
者
や
重
症
化
の
発
生
を
で
き
る

限
り
減
ら
す
こ
と
。
そ
の
た
め
に
必
要

な
医
療
を
確
保
す
る
こ
と
。

【
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
考
え
方
】

死
亡
や
重
症
化
の
リ
ス
ク
が
高
い
方

を
優
先
す
る
。
死
亡
や
重
症
化
の
リ
ス

ク
が
高
い
方
へ
の
治
療
に
従
事
す
る

者
を
優
先
す
る
。

【
接
種
対
象
者
及
び
接
種
の
優
先
順
位

及
び
接
種
時
期
】

19
ペ
ー
ジ
の
表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

【
接
種
回
数
】　

予
防
接
種
指
定
医
療
機
関
と
ご
相
談

下
さ
い
。

【
接
種
料
金
】

１
回
目　
　

３
６
０
０
円

２
回
目　
　

２
５
５
０
円

（
た
だ
し
、
１
回
目
と
違
う
医
療
機
関

で
接
種
し
た
場
合
は
３
６
０
０
円
と

な
り
ま
す
）

【
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
指
定
医
療
機

関
】

19
ペ
ー
ジ
の
表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
す
る
場
合
は
必
ず
、
指
定
医
療
機

◆
高
齢
者
等
へ
の
公
費
負
担
制
度

対
象
者

①
65
歳
以
上
の
方 

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
あ
っ
て
、

心
臓
、
じ
ん
臓
又
は
呼
吸
器
の
機
能

に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活
動
が

極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害

を
有
す
る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
）
及
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が

ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害
を

有
す
る
と
し
て
厚
生
労
働
省
に
定
め

る
方
（
②
の
対
象
者
に
つ
い
て
は
事

前
に
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
）

・
必
ず
医
療
機
関
窓
口
に
「
健
康
保

険
証
」
（
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

方
は
「
診
療
依
頼
書
」
）
を
ご
提
示

く
だ
さ
い
。

＊
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
義
務
で
は
な
く
、
ご
本
人
が

接
種
を
希
望
す
る
意
志
が
確
認
で
き

る
場
合
の
み
接
種
可
能
で
す
。

【
接
種
期
間
】
11
月
２
日
（
月
）
～
平

成
22
年
２
月
27
日
（
土
）

【
季
節
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

指
定
医
療
機
関
】

19
ペ
ー
ジ
の
表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

※
町
内
お
よ
び
行
橋
京
都
郡
内
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
指
定
医
療

機
関
（
各
医
療
機
関
に
事
前
予
約
し
て

下
さ
い
）
で
実
施
で
き
ま
す
。

【
接
種
料
金
】
町
内
お
よ
び
行
橋
京
都

郡
内
の
指
定
医
療
機
関
で
は
、
自
己
負

担
は
一
律  

１
０
０
０
円 

で
す
。

（
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
、
無
料
で
す
）

関
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
尚
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て

は
、
本
人
の
希
望
に
基
づ
い
て
の
接
種

に
な
り
ま
す
の
で
、
強
制
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

＊
苅
田
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
情
報
に
つ

い
て
、
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
相
談
窓
口
】

京
築
保
健
福
祉
環
境
事
務
所　
　
　

TEL
０
９
３
０
・
２
３
・
３
９
３
５

（
受
付
時
間　

平
日
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
）

【
接
種
料
金
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
】

　

優
先
接
種
対
象
者
の
う
ち
、
生
活
保
護

受
給
者
の
方
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
（
世

帯
全
員
が
非
課
税
）の
方
に
つ
い
て
は
、国
、

県
、
町
の
公
的
補
助
が
受
け
ら
れ
、
無
料

で
接
種
で
き
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
で
接
種
を
希
望
す
る
場
合

は
、
接
種
指
定
医
療
機
関
に
必
ず
、
以
下

の
証
明
書
を
提
出
し
て
、
接
種
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

以
下
の
証
明
書
等
（
両
方
必
要
で
す
）

の
提
示
が
で
き
な
い
場
合
は
、
有
料
と
な

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

１
、
生
活
保
護
受
給
者
…
生
活
保
護
証
明

書
又
は
非
課
税
証
明
書
と
委
任
状
（
代
理

受
領
証
）

生
活
保
護
証
明
書
は
京
築
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
（
保
護
課
）
で
発
行
し
ま
す
。

２
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
（
世
帯
全
員
が

非
課
税
の
方
）
…
非
課
税
証
明
書
と
委
任

状
（
代
理
受
領
証
）

＊
委
任
状
（
代
理
受
領
証
）
と
は
、
予
防

接
種
指
定
医
療
機
関
が
接
種
者
に
代
わ
り
、

町
に
補
助
金
の
申
請
及
び
受
領
に
関
す
る

一
切
の
件
を
委
任
す
る
書
類
で
す
。

◎
委
任
状
（
代
理
受
領
証
）
に
つ
い
て
は
、

役
場
の
健
康
福
祉
課
、
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ

に
置
い
て
い
ま
す
。

◎
非
課
税
世
帯
の
方
に
つ
い
て
は
、
役
場

健
康
福
祉
課
又
は
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
に
お

い
て
あ
る
非
課
税
証
明
願
に
記
入
し
て
い

た
だ
き
、
役
場
税
務
課
に
持
参
し
て
証
明

し
て
も
ら
っ
た
も
の
（
無
料
）
を
指
定
医

療
機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
２
回
目
の
接
種
が
必
要
な
方
に
つ
い
て

は
、
生
活
保
護
証
明
書
又
は
非
課
税
証
明

書
、
委
任
状
が
い
ず
れ
も
２
枚
ず
つ
必
要

で
す
。

インフルエンザ予防接種情報
新型ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞに関する情報（苅田町ホームページ）

http://www.town.kanda. lg. jp/top.htm
問い合わせ先：健康福祉課（パンジープラザ）TEL　093・436・5115

■新型・季節型ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種 町内指定接種医療機関

21.11.25 ⑱⑲ 21.11.25



館民 だより公

中央公民館
093・436・0061
北公民館
093・434・9000
小波瀬ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
0930・23・1000
西部公民館
0930・23・8100

各 公 民 館
と い あ わ せ

※各講座とも電話または窓口にて受付けます。
※定員になり次第締め切ります。

中
央
公
民
館

北
公
民
館

西
部
公
民
館

小
波
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

館書 情報図
中
央
公
民
館

中央公民館

北公民館
西部公民館
小波瀬コミュニティセンター

北
公
民
館

西
部
公
民
館

小
波
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

中
央
公
民
館

中央公民館

北公民館
西部公民館
小波瀬コミュニティセンター

北
公
民
館

西
部
公
民
館

小
波
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

中
央
公
民
館

中央公民館

北公民館
西部公民館
小波瀬コミュニティセンター

北
公
民
館

西
部
公
民
館

小
波
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

TEL
０
９
３
・
４
３
６
・
０
０
６
１

▼
▼
笑
っ
て
元
気
！
人
権
口
演
会

★
日
時　

12
月
９
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

★
講
師 

矢
野
大た

い
わ和

氏

★
演
題　
「
笑
っ
て
元
気　

必
要
と
さ

れ
る
喜
び
」

★
場
所　

中
央
公
民
館
第
５
研
修
室

★
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
…
地
方
公
務
員
と

し
て
は
全
国
で
も
珍
し
い
「
観
光
大
使
」
と

し
て
全
国
各
地
を
東
奔
西
走
。
フ
リ
ー
に
な

っ
た
現
在
も
、
全
国
各
地
を
と
び
ま
わ
っ
て

笑
い
の
絶
え
な
い
口
演
を
行
っ
て
い
る
。
国

民
文
化
祭
素
人
落
語
競
演
会
で
最
優
秀
賞
や
、

県
南
落
語
組
合
事
務
局
長
を
10
年
務
め
「
サ

ン
ト
リ
ー
地
域
文
化
賞
」
を
受
賞
。

ケ
ー
キ
と
お
か
ら
入
ク
ッ
キ
ー
」
を
作

り
ま
す
。

★
日
時　

12
月
25
日(

金)　
　

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

★
講
師　

下
池
里
絵
さ
ん

★
対
象　

小
学
生
４
～
６
年
生

★
定
員　

16
名

★
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、　

マ
ス
ク
、
手
拭
タ
オ
ル
、
マ
イ
バ
ッ
グ

（
持
ち
帰
り
用
）

★
材
料
費　

１
０
０
０
円(

前
納)

▼
▼
人
権
講
座
（
一
般
公
開
）

ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。

★
日
時　

12
月
11
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

★
講
師　

栗
燒
憲
児
（
く
り
や
き
け
ん

じ
）
さ
ん

★
演
題
「
地
域
の
歴
史
に
見
る
人
権
」

★
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
５
９
年
み
や
こ
町
（
旧
勝
山
町
）

生
ま
れ
。
別
府
大
学
文
学
部
史
学
科

卒
。
文
化
財
関
係
の
専
門
職
と
し
て
勤

務
し
、
現
在
豊
前
市
教
育
委
員
会
教
育

課
社
会
教
育
係
長
。

主
な
著
書
：
椎
田
町
史
、
勝
山
町
史
、

京
築
歴
史
散
歩
（
何
れ
も
共
著
）、
ぶ

ぜ
ん
の
祭
、
ぶ
ぜ
ん
の
神
楽
な
ど

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

★
参
加
費　

無
料

★
共
催　

ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
株
式

会
社
、
苅
田
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
公
民
館
係

★
申
込
受
付　

12
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～

▼
▼ 

人
権
講
座
（
一
般
公
開
）

　
「
一
生
懸
命
生
き
て
い
た
ら 

一
生
懸

命
生
き
て
い
る
仲
間
が
集
ま
り
ま
す
。

こ
の
輪
を
拡
げ
て
い
っ
た
ら 

き
っ
と
地

球
は
豊
か
に
な
り
ま
す
」
心
を
癒
す
島

三
味
線
を
奏
で
な
が
ら
、
宮
村
さ
ん
の

優
し
い
言
葉
が
語
り
か
け
ま
す
。

★
日
時　

12
月
９
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

★
演
題　

『
私
た
ち
は
皆
、
人
間
で

す
！
～
三
線
が
奏
で
る
人
権
、
沖
縄

の
心
～
』

★
講
師　

宮
村
み
つ
お
さ
ん

（
美
ら
島
沖
縄
大
使
、
シ
ー
サ
ー
館
主
）

各
講
座
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

TEL
０
９
３
・
４
３
４
・
９
０
０
０

▼
▼
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州

モ
ノ
づ
く
り
教
室

参
加
者
募
集

「
も
け
い
ひ
こ
う

き
」
を
つ
く
ろ

う
！

　

ト
ヨ
タ
自
動
車

九
州
で
は
２
０
０
６

年
よ
り
「
モ
ノ
づ
く
り
の
大
切
さ
」
や

「
科
学
の
楽
し
さ
」
を
体
験
し
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
科
学
工
作
教

室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
北
公
民

館
で
「
も
け
い
ひ
こ

う
き
」
を
作
り
ま
す
。

飛
行
機
が
浮
い
て
進

む
仕
組
み
を
学
ん
だ

後
、
実
際
に
模
型
を

作
っ
て
、
飛
行
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま

す
。
楽
し
く
学
び
な
が
ら
科
学
の
知
識

を
吸
収
し
ま
し
ょ
う
！

★
日
時　

12
月
20
日
（
日
）・
午
前
10

時
～
12
時
（
９
時
30
分
か
ら
受
付
）

※
進
行
状
況
に
よ
り
、
終
了
時
間
が
遅

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

★
対
象　

小
学
４
年
生
～
６
年
生

※
対
象
以
下
の
方
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

★
定
員　

30
名
（
先
着
順
・
定
員
に
な

の
ん
び
り
と
し
た
動
作
で
、
少
し
年
配

向
け
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
講
座
で
す
。

★
日
時　

１
月
14
日
、
21
日
、
28
日
、

２
月
18
日
、
25
日
、
３
月
11
日
、
18
日
、

25
日　

(

全
８
回)　

い
ず
れ
も
木
曜

日　

午
後
２
時
～
３
時

★
募
集
定
員　

15
人　
（
60
歳
以
上
の
男
女
）

★
講
師　

足
達
悦
子
さ
ん

★
持
参
品　

タ
オ
ル
、
飲
料
水
、
底
の

平
た
い
柔
ら
か
い
靴
、
運
動
が
で
き
る

服
装

▼
▼
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座

　

お
部
屋
の
イ
ン
テ
リ
ア
に
、
季
節

の
お
花
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
、
ホ
ワ
イ
ト

デ
ー
に
も
ど
う
ぞ
！

★
日
時　

１
月
13
日
、
27
日
、
２
月
10

日
、
24
日
、
３
月
10
日(

全
５
回)

い
ず
れ
も
水
曜
日　

午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

★
講
師　

田
中
香
織
さ
ん

★
定
員　

16
名

★
持
参
品　

は
さ
み
、
作
品
を
持
っ
て

帰
る
た
め
の
袋

★
材
料
費　

１
回
目
は
２
０
０
０
円

　

(

初
回
分
だ
け
前
納
で
す)

他
の
４

回
は
、
そ
の
都
度
集
金
し
ま
す
。

▼
▼
冬
休
み
子
ど
も
お
菓
子
づ
く
り
講
座

～
パ
テ
ィ
シ
エ
に
教
わ
る
お
菓
子
づ
く
り
～

　

講
師
は
お
菓
子
の
プ
ロ
。
地
元
産
の

材
料
で
「
ま
る
ご
と
い
ち
ご
の
ロ
ー
ル

各
講
座
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

TEL
０
９
３
０
・
２
３
・
１
０
０
０

各
講
座
申
込
受
付　

12
月
１
日
（
火
）

　

午
前
８
時
30
分
～

▼
▼
シ
ニ
ア
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
講
座

　

ハ
ワ
イ
の
癒
し
の
音
楽
で
心
も
身

体
も
若
返
り
ま
し
ょ
う
。
ゆ
っ
く
り
、

す
て
き
に

マ
ン
デ
ー
サ
ロ
ン

　
　
　

～
皆
さ
ん
の
談
話
室
～

□
12
月
の
ご
案
内

　

中
央
公
民
館
２
階
の
明
る
い
ロ
ビ

ー
で
、
お
茶
と
コ
ー
ヒ
ー
の
サ
ー
ビ

ス
で
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
等
を
す
る

場
所
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
本
や
新

聞
を
持
っ
て
来
て
ゆ
っ
く
り
と
読
む

こ
と
も
で
き
ま
す
。
囲
碁
も
あ
り
ま

す
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
体
操
は
午
前
に
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
午
後
に
は

ギ
タ
ー
の
演
奏
や
映
画
の
上
映
等
も

月
１
回
あ
り
ま
す
。
お
一
人
で
も
お

二
人
で
も
大
勢
で
も
歓
迎
し
ま
す
。

自
由
な
時
間
に
入
退
場
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

★
開
催
日　

７
日
、14
日
、21
日
、（
い

ず
れ
も
月
曜
日
）

★
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

★
場
所　

中
央
公
民
館
２
階
ロ
ビ
ー

★
参
加
費　

無
料　

★
対
象　

概
ね
65
歳
以
上
の
方

★
問
い
合
わ
せ
先

中
央
公
民
館　

TEL
０
９
３
・
４
３
６
・
０
０
６
１

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

TEL
０
９
３
・
４
３
５
・
０
５
７
７

※ 12 月７日午後１
時より、地童座（じ
どうざ）・苅田まち
づくりカレッジ２
期生による苅田町
の民話を題材に紙

芝居を実演します。皆さん最寄の方を誘ってお
いでください。

お口達者！教室のご案内
（一般高齢者介護予防教室）
「一生おいしく、楽しく“安全な”

食生活を送るために！」

　お口の健康に関心のある方を対象に口腔
機能向上の教室を開催します。お口のトラ
ブルは、肺炎やインフルエンザ、全身の機
能低下につながります。講師の先生が自宅
ですぐに役立つ　歯やお口のお手入れ方法
をわかりやすく楽しく指導します。
☆対象　おおむね65歳以上の方
☆日時　12月８日（火）
　　　　午前10時～12時（２時間程度）
☆場所　小波瀬コミュニティセンター
☆定員　30名程度　☆申込　先着順
☆講師　吉廣むつ子先生（歯科衛生士）
福岡方面で幅広く講演活動を行っているフリーの
歯科衛生士。実技やレクレーションを交えており、
みなさんで楽しめ、すぐに役立つ情報が満載の内
容になっています。
☆問い合わせ先　苅田町地域包括支援セン
ター（電話又は直接受け付けます）
TEL　093・435・0577

苅田町母子会

料理教室のご案内
今回は耶馬渓で蕎麦打ちを計画しました。
昼食はバイキングに行きます。
太平楽のお風呂に寄りますので、準備を
お願いします。
★日時　12月13日（日）
　　　　午前８時集合
★集合場所　総合福祉会館
★参加費　大人1,000円
　　　　　小学生以下500円
★参加資格　苅田町内で18歳未満のお子
さんを育てているひとり親家庭のお母さ
ん、お父さん、お子さん、及び寡婦の方
★締切　12月４日（金）
★定員　40名（定員になり次第締切ます）
★問い合わせ先　
苅田町母子会 佐藤
TEL　090・8408・5432
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館書 情報図

093・436・0946と い あ わ せ

12月の特設コーナー

〔一般〕めざせ！デジカメマスター
　12月はクリスマスに年末年始、写真を撮るイベン
トがもりだくさん。そこで便利なデジタルカメラを
使いこなすヒントになる本を特集します。１年間の
思い出がつまった素敵なアルバムを作りませんか？

〔児童〕メリー☆クリスマス
12月といえばクリスマスです！みんながだいすきなサ
ンタクロースが出てくるおはなしをたくさんあつめま
す。うっかりやのサンタさんやさみしがりやのサンタ
さん、ゆかいなサンタさん、あなたのところにはどん
なサンタがやってくるのかな？

12月の映画会 午後2時よりＡＶホールにて

デジタルカメラとパソ
コンで自分だけの年賀
状を作りたい人の本

カメラがあれば…毎日
が記念日。 クリスマスってなあに

ディック・ブルーナ著

クリスマスには
おひげがいっぱい!?

ロジャー・デュボアザン
著

水曜名画座《心かよう、犬の物語》
  ２日　ハチ公物語（107分）
  ９日　クイール（100分）
16日　南極物語　日本語吹替版（120分）
23日　犬と私の10の約束（117分）

日曜子ども映画会《もうすぐクリスマス！》
  ６日　くまのプーさん　冬の贈りもの（63分）
13日　セサミストリート　
　　　　エルモ・セイブス・クリスマス（60分）
20日　キャスパーのクリスマス（95分）

冬休み子ども映画会　　
24日（木）　魔法にかけられて (107分）

おすすめの１冊（児童）　　：ものがたり

「病気の魔女と
  薬の魔女」
岡田晴恵／著
学習研究社
あらすじ
かけ出し魔女ローズは、恐ろ
しい病気をばらまく魔女から
人々を守ることができるの
か？

　流行中の新型インフルエンザって何？どう予防する
の？その怖さとワクチンの大切さを教えてくれるウィ
ルス学者が描く科学ファンタジー。

図書館からのお知らせ

4

｢ ふれあい号 ｣が新しくなります！今まで活躍して
きた「ふれあい号」への感謝と、新しい「ふれあ
い号」の始動を記念して、セレモニーをおこない
ます。本の貸出サービス、おはなしタイム、バル
ーンアートやペーパークラフトのおみやげもあり
ます。ぜひご参加ください。

★日時　11月28日（土）
午前11時より（貸出タイム
は午後１時まで）
★場所　苅田町立図書館東
側（役場側）富久公園横駐車
場

【休館日】
11月30日（月）
12 月 1 日（火）・7 日（月）・14 日（月）・21 日（月）・
27 日（日）～ 31 日（木）
【開館時間】午前10時～午後５時30分
　　　　　 木・金曜日は午後8時まで（本館のみ）
休館日に本を返却される方は入り口横の本のポストを
ご利用ください。
ＡＶ資料はカウンターまでご返却
願います。
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域住民による美化活動を通じて、快適な住み
よい町づくりを目的とした、恒例の秋の環境

美化の取り組みが、11月 15日（日）町内全域で
行われました。
　皆様のご協力による町内一斉清掃により、町がき
れいになりましたことに厚く御礼申し上げます。今
後とも環境美化にご協力をお願い申し上げます。
主催者　苅田町区長連合会、苅田町
★ご協力いただいた団体
苅田地区建設事業組合、苅田新生建設協同組合、苅
田建設協力会、苅田町管工事協同組合、苅田誠勝会、
苅田町清掃事業協同組合、苅田町し尿収集業者　他
ボランティア（順不同）
★回収したごみの搬入量

平成22年度「瀬戸内海環境保全月間」ポスター募集

秋の環境美化の日のお礼

しい景勝地や漁業資源の宝庫である瀬戸内海の
イメージや、瀬戸内海の環境保全の大切さ、瀬

戸内海の未来の望ましい姿をテーマにした親しみやす
いポスター作品をお寄せください。
【応募規定】
☆募資資格　子供部門･･･小学生以下、一般部門･･･中学生以
上（個人でも、家族などのグループによる共同制作も受け付
けています）
☆作品応募締切　平成22年2月26日（金）必着
☆サイズ、紙質等
（１）四つ切り画用紙サイズ（縦54cm×横38cm）
（２）タテ仕様（横にしないでください。）
（３）紙質は自由。絵の具、パステルなど、得意な表現で応
募できます。
【賞と表彰】
最優秀賞：応募者全員の中から1名（賞状、副賞10万円）

優秀賞：各部門それぞれ1名（賞状、副賞3万円）佳作：
各部門それぞれ若干名（賞状、副賞1万円）
※受賞者が18歳未満の場合、副賞は図書カードとし、保護
者を副賞の受取人とします。
【発表】
平成22年5月中旬
※その他、留意事項等がありますので、詳しくは下記のホー
ムページをご覧ください。
【作品送付・問い合わせ先】
〒651-0073　神戸市中央区脇浜海岸通1-5-1　国際健康
開発ｾﾝﾀｰ 3階
（社）瀬戸内海環境保全協会事務局
TEL　078・241・7720
FAX　078・241・7730
URL　http://www.seto.or.jp/setokyo

地 家のみなさんへ
★回収日時　12月10日（木）、11日（金）
　　　 　　　　　　午前９時から12時まで

★回収場所　JA福岡みやこ　片島倉庫
＊廃プラスチック回収には自己負担があります。（原則、
貯金決裁とさせていただきます）
〇運搬される際は、次の書類を常時携帯してください。
・氏名、住所
・廃棄物の種類と数量（例・廃プラスチック〇〇㎏）
・積載日（例・平成21年12月10日（木））
・積載した場所と名称と連絡先
・運搬先の場所と名称と連絡先
〇運搬車両の両側面には、次の項目を表示してください。
・「産業廃棄物収集運搬車」と、５cm以上の文字で表示
・「氏名」を3cm以上の文字で表示
＊マグネットを準備していますので、事前に農協・片島倉
庫か役場農政課まで取りにお越しください。
〇当日は、所属している農事組合と組合員名を申し出
てください。
★問い合わせ先　JA福岡みやこ行橋苅田営農経済センター
TEL　0930・24・2583
苅田町農政課農政水産係　
TEL　093・434・1893

廃プラスチック回収事業について

農

美

清掃事務所
草木類等 ２ｔ車…108台分
不燃ごみ ２ｔ車…65台分
乾電池 ドラム缶…9本分

土砂処分場 浚渫土砂 ２ｔ車…14台分

21.11.25 ㉔

介護保険料の納付についてお知
らせ

 介護保険課

　11月30日は、介護保険料の
第５期分の納付期限です。納め
忘れのないようにお願いします。
　口座引き落としをされている
方は、前日までに残高の確認を
お願いします。
★問い合わせ先　介護保険課
TEL　093・434・5544

苅田町下水道排水設備
工事責任技術者の更新

お知
らせ

 下水道課

★受付日時　
12月7日（月）～12月18日（金）
（土、日、祝、火曜の午前中は除く）
午前９時～ 12時、午後１時～
4時30分
★問い合わせ先　苅田町下水道課
TEL　093・434・1829
　　　（内線240）　

クレジット・サラ金・
ヤミ金無料電話相談

お知
らせ

 福岡県司法書士会

　司法書士が直接相談に応じます。
★日時　平日・午後６時～８時
★方法　電話相談のみ
★相談用電話番号
TEL　092・724・9505
★問い合わせ先　司法書士 柿木
TEL　092・283・3080

北九州高速ＥＴＣ割引
キャンペーン期間延長

お知
らせ

 福岡北九州高速道路公社

　10月31日までとしていまし
たキャンペーンを次のとおり延
長しています。
★延長期間　
平成22年3月31日まで
★内容　①マイレージ割引　基
本ポイントを100円につき１ポ
イントから６ポイントに増量　
②コーポレートカード割引　通
常割引率に４％プラスして割引
※①のご利用は、事前の登録が
必要です。
★問い合わせ先　
福岡北九州高速道路公社営業企
画課
TEL　092・631・3284

県税事務所
休日開庁します

お知
らせ

 行橋県税事務所

　県税の納付のほか納税相談等
もできます。ご利用ください。
★日時　12 月６日（日）、12
月13日（日）、いずれも午前８
時30分～午後５時
★問い合わせ先　行橋県税事務所
TEL　0930・23・2216

工事等契約結果（平成21年10月末）お知
らせ

 契約検査課
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　このコーナーは文化芸術、生涯学習、福祉、環境など、生活やまちづくりに役立つ、町民のみなさんからの情報を掲載しています。た
だし、特定の政治・宗教等団体の宣伝や、参加費が高額な事業の紹介については掲載をお断りすることがあります。また、掲載内容につ
いての話し合いは当事者間で、自己責任で行ってください。町が仲介することはありません。

親子凧づくりと凧揚げ大会

TEL　090・6296・0589　苅田凧の会 山口

★日時　12月６日（日）午前９時～12時
★場所　凧づくり：小波瀬ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
　　　　凧揚げ：大熊公園
★対象　幼稚園以上（小学３年生まで保護者同伴）
　　　　先着50組の親子
　　　　※先着30組に武者絵をプレゼント
★参加費　１組500円
★持ってくるもの　クレヨン、マジックなど（水彩
は不可）、古新聞、手拭、はさみ、筆記具

テニスコート利用案内（九電苅田発電所）

TEL 093・436・1731 九州電力（株）苅田発電所

九州電力（株）苅田発電所では、テニスコートを
無料開放しております。ご友人とお誘い合わせの
うえ、ご利用ください。
★利用時間　午前９時～午後９時
※申込先着順となりますので、お待ちいただくこ
とがございます。ご了承ください。
※午後１時～４時の時間帯がご利用しやすい時間です。
★休日　雨天時、年末・年始　
★場所　苅田発電所構内　
★施設概要　屋外２面、夜間照明付
★利用方法　１チーム２時間まで
★申込方法　発電所守衛所で申込（用紙に記入、
予約は不可）

TEL　093・434・3641　苅田町社会福祉協議会

介護を考える会「なの花」地域介護者交
流会及び地域介護ホッと相談

★日時　12月12日（土）午前10時～12時
★場所　西部公民館
※一人で悩まず、気軽に参加ください。話すだけ
でも気が楽になることもありますよ。

第 14 回書道研究・甲風會　会員展
☆テーマ　お正月に飾りたいおめでたい言葉
☆会期　11月29日(日)まで　
　　　　午前10時～午後８時
☆会場　ＣＯＬＥＴ/Ｉ'Ｍ 「natu-garden」10F
☆主催　書道研究・甲風會（柿本求峰代表）

TEL　090・4481・6146　伊藤

第２回着物リフォーム文化祭開催
★日時　12月5日（土）午前10時～午後３時
★場所　松山公民館　★内容　バザー、お楽しみ
催事など　※多数のご参加をお願いします。

TEL　0930・23・9628　浅倉龍雲

浅倉龍雲近作展
詩・書・画に道を求めて
★日時　11月26日（木）～12月1日（火）
　　　　午前10時～午後6時（最終日は４時まで）
★場所　画廊八雲（小倉井筒屋本館前出雲ビル３階）
★作品　書・墨彩画・スケッチ

第36回社会人野球
日本選手権大会九州地区予選

ご声援ありがとうございました
10月 13日（火）より行われました「第36回社会人野
球日本選手権大会九州地区予選」に際しましては、多くの
皆様方のご声援を賜り、誠にありがとうございました。

　残念ながら、日本選手権本大会への出場は果すことは出
来ず、最後の大会となってしまいました。
1985年創部以来、24年間、皆様方の暖かいご声援・ご
支援に対しまして深く感謝申し上げます。
★お問合せ先
日産自動車九州硬式野球部社外後援会事務局　高鍋
TEL　093・435・1111

年末調整や確定申告には「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」を
●国民年金保険料は社会保険料控除の対象
　国民年金保険料は、納付した全額が所得税・市町村民
税の社会保険料控除の対象となります。
　国民年金保険料を社会保険料控除として申告する場合
は、毎年１月１日から１２月３１日までの間に納付（納
付見込みを含む）した国民年金保険料の額を証明する書
類の添付等が必要です。
●毎年 11 月上旬に送付
　このため、生命保険会社等が発行する控除証明書と同
様に、１年間に納付した国民年金保険料の額を証明する
「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」（ハガキ）
が社会保険庁から毎年１１月上旬に送付されます。
　証明内容は、本年１月から９月３０日までの間に納付
された国民年金保険料額と、年内に納付が見込まれる場
合の納付見込み額です。
●２月上旬に送付される場合
　年の途中から国民年金に加入した場合など、１０月１
日から１２月３１日までの間に初めて保険料を納付する
方については、翌年２月上旬に同様の証明書が送付され
ます。
●国民年金保険料は世帯で連帯して納付
　国民年金保険料は、被保険者本人だけではなく、その

世帯の世帯主及び配偶者も連帯して納付する義務があり
ます。ご家族の国民年金保険料を納付した場合は、その
納付額の全額が納付した方の所得税等の控除対象となり
ますので、年末調整等の手続きの際にご自身の社会保険
料の額と合算して申告してください。この場合、ご家族
分の「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」も、
申告する方の申告書に添付等する必要があります。

■お問い合わせ先
控除証明書専用ダイヤル
TEL　0570・070・117
（ＩＰ電話等の方は、TEL03・6700・1130へおかけ
ください。）
※おかけ間違いにご注意ください。
【実施期間】平成２２年３月１３日まで
【受付期間】
○月～金曜日（午前８時30分～午後５時15分）
ただし、月曜日（月曜日が休日の場合は火曜日）は午後
７時まで受付
○第２土曜日（午前９時30分～午後４時）
※１１月の第２・第４土曜日と翌日曜日は午前９時30分
～午後４時
※祝日、１２月２９日～１月３日はご利用いただけません。

訓練生募集
体験教室・校内見学会

お知
らせ

 福岡県立小倉高等技術専門校

①平成22年度訓練生募集

②体験教室及び校内見学会
★日時　平成22年1月23日（土）
　　　　午前10時～午後3時
★場所　
福岡県立小倉高等技術専門校
★対象者　一般、離職者及び学生
★内容　訓練生の作品展示・体
験教室・校内見学
★入場料無料、粗品進呈（数量限定）
★①②の問い合わせ先　
福岡県立小倉高等技術専門校
TEL　093・961・4002

科目 募集
ｺｰｽ

募集
期間

定員
（人）試験日

左官科 中学校及び
高校卒業予定者

12/7
（月）

1/22
（金）

10 2/2
（火）

左官科

離転職者等

1/7
（木）

2/9
（火）

20 2/25
（木）

住宅
施行科 30 2/26

（金）
ｱﾊﾟﾚﾙ
工芸科 20 2/24

（水）

～

～

平成21年度ポイント方式
県営住宅入居者募集

お知
らせ

 県営住宅課

★募集住宅　県内に所在する県
営住宅（募集対象団地、募集戸
数等については、募集案内書を
ご覧ください）
★募集案内書配布期間及び申込
受付期間　平成22年1月18日（月）
～1月 26 日 （火）
※申込手数料は不要
★募集案内書配布場所　県住宅
供給公社、公社管理事務所（北九
州・筑後・筑豊）、公社管理事務所出
張所（行橋・田川など）、県県営住
宅課、県内各市役所・町村役場、各
地区県民情報コーナー（北九州・
筑後・筑豊・京築）など
★問い合わせ先　県住宅供給公
社県営住宅管理部
TEL　092・781・8029
県庁県営住宅課　
TEL　092・643・3739

改正労働基準法説明会お知
らせ

 行橋労働基準監督署

★日時　12月10日（木）
　　　　午後１時30分～
★場所　
サンワークゆくはし大ホール
★内容　長時間労働を抑制し、
労働者の健康確保や、仕事と生
活の調和を図ることを目的に、
来年４月から施行される改正労
働基準法のポイントについて
★参加費　無料
★定員　先着100名程度
★申込方法　法人名、所在地、
電話番号、参加人数を記載の上、
FAX又は郵便にてお申し込みく
ださい。（任意様式）
★申込・問い合わせ先
〒824－ 0005　
行橋市中央１－12－35　
行橋労働基準監督署一課　
TEL　0930・23・0454
FAX　0930・23・0453

2009 ホークスカップ優勝！
北九州ファイターボーイズ部員募集

　北九州ファイター
ボーイズは苅田町の
グラウンドで練習に
励んでいる硬式野球
チームです。今年の

夏には、2009ホークスカップ中学硬式野球大会
で優勝し、九州各地から参加した32チームの頂
点に立ちました。現在、新チームで秋季大会に向
け練習に打ち込んでいます。苅田町や近隣市町村
からの部員を募集しています。

TEL 090・8295・9451 中学部ﾏﾈｰｼﾞｬｰ末石
TEL 090・8407・0880 小学部ﾏﾈｰｼﾞｬｰ田中

21.11.25 ㉖㉗  21.11.25



※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

（単位：トン）

§社協法律相談　
★日時　12月7日（月）午後1時30分～4時30分
★場所　パンジープラザ相談室1　※電話予約制で11月30日（月）
午前8時30分から受付　先着8名まで　★問い合わせ先　苅田町社
会福祉協議会（TEL　093・434・3641）

§社協心配ごと相談（毎週火曜日）
★日時　12月1日、8日、15日、22日　午前10時～午後3時　
★場所　パンジープラザ相談室　★相談員　民生児童委員、人権擁
護委員、行政・母子・婦人各相談委員　
※当日電話相談も受け付けます。（TEL　093・434・3647）

§身体障害者心配ごと相談
★日時　12月1日（火）午後１時30分～4時　★場所　パンジー
プラザ相談室1　★相談員　苅田町身体障害者相談員3名 
※当日電話相談も受け付けます。（TEL　093・434・3647）

§社協ふくし何でも相談会
★日時　12月18日（金）午前10時～午後1時　★場所　エル苅
田店内（お酒コーナー横）　★相談員　苅田町社協あんしんセンタ
ー担当職員　★問い合わせ先　苅田町社会福祉協議会（TEL093・
434・3641）

§介護ホッと相談
★日時　12月5日（土）午前10時30分～12時
★場所　パンジープラザ会議室 　★相談員　介護体験者
※認知症を考える会『さくら』つどいと同時開催 

§京築地区福祉人材バンク職業紹介　
★日時　12月18日（金）午前10時～12時　★場所　パン
ジープラザ相談室1　★問い合わせ先　京築地区福祉人材バ
ンク（TEL　0930・23・8495）

§自閉症・発達相談　
★日時　12月16日（水）午前11時～午後２時　★場所　パ
ンジープラザ相談室1　★相談員　当事者の親

★日時　12月17日（木）午後５時30分～８時　★場所　苅田
町役場２階徴収対策課　
★問い合わせ先　徴収対策課  TEL093・434・1846

問い合わせ先　TEL093・436・5115( ﾊﾟﾝｼﾞｰﾌﾟﾗｻﾞ )

10月の1日ひとりあたりの排出量＝929ｇ（g /人 /日）

10月分 前月比 前年同月比

燃やせるごみ 878 7 － 25

資源ごみ 40 －13 － 7

燃やせないごみ 57 8 4

その他のごみ 2 －4 2

　合計 977 － 2 －26

（10 月 31 日現在）

※その他の出動：火災・救急・救助以外で消防車等が出動した
もの

火災 救急 救助 その他
平成21年 0 106 0 8
平成20年 1 122 4 12
前年比 －1 －16 － 4 －4

TEL　093・434・1111
ＨＰアドレス 　　　　　
http://www.town.kanda.lg.jp
広報かんだ
発行/苅田町
編集/総務部秘書課おしらせ係
〒800－0392
福岡県京都郡苅田町富久町1
丁目19番地1
TEL　093・434・1921

　　10月末現在 （前月比）
出生 38
死亡 27
転入 155
転出 132
人口 35,113 ＋ 32
男 17,154 ＋ 22
女 17,959 ＋ 10

世帯数 14,689 ＋ 26
※出生・死亡・転入・転出については
住民基本台帳による

§福岡県巡回交通事故相談
★日時　12月24日（木）午前10時～午後４時（受付は午
後３時まで）★場所　行橋市役所　★問い合わせ先　行橋
市役所総合政策課　TEL0930・25・9688（行橋市中央
1丁目1－1）※常設・福岡県交通事故相談所（TEL092・
643・3168）

§補聴器相談
★日時　12月8日（火）、15日（火）、22日（火）　午後
3時～4時　★場所　パンジープラザ　★問い合わせ先　健康
福祉課障害・社会福祉係（TEL　093・434・1039）

§行政相談　
★日時　12月16日（水）午後1時30分～午後4時　
★場所　三原文化会館（1階会議室）　★内容　役所の仕事
についての苦情・相談　★相談員　総務省委嘱行政相談員

相談名 日程 会場
赤ちゃん健康相談 12月 3日（木） パンジープラザ

健診名 日程 対象
　4ヶ月児健診 12月 2日（水） 平成21年 7 月生
　7ヶ月児健診 　　   9日（水） 平成21年 4 月生
1歳6ヶ月児健診   　  16日（水） 平成20年 5 月生
　3歳児健診   　  17日（木） 平成18年11月生

集団予防接種　　★受付　午後1時30分～2時

乳幼児相談　　　★受付　午前9時30分～10時

乳幼児健診　★受付午後1時30分～2時　会場パンジープラザ

※母子健康手帳を持参してください。
●乳幼児健診の対象者には前もって通知します。通知一式を持っ
て来てください。●対象月が不都合な方は、翌月に来てください。

種類 日程 会場

ＢＣＧ  12月  4日（金） パンジープラザ
　　　18日（金） 総合福祉会館

21.11.25 ㉘

21年10月のごみの量 無料相談日程

21年10月の出動状況

夜間納税相談窓口のお知らせ

人のうごき 苅田町役場案内

乳幼児の予防接種・相談・健診日程


